
学
校
再
編
に
つ
い
て

問
海
上
地
域
小
学
校
３
校
の
再
編

に
係
る
代
表
者
会
議
の
現
状
と

予
定
に
つ
い
て
伺
う
。

答
代
表
者
会
議
は
５
回
開
催
し
、

３
校
の
統
合
に
つ
い
て
は
賛
成

の
答
申
を
受
け
た
。
統
合
校
の
位
置
に

つ
い
て
は
、
候
補
地
の
嚶
鳴
小
学
校
と

旧
海
上
中
学
校
跡
地
、
ど
ち
ら
も
出
席

委
員
の
３
分
の
２
以
上
の
賛
成
を
得
ら

れ
ず
、
承
認
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
今

後
は
、
こ
の
答
申
を
踏
ま
え
、
海
上
地

域
小
学
校
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
代
表

者
会
議
で
引
き
続
き
審
議
し
て
い
く
。

問
（
仮
称
）北
統
合
中
学
校
の
再
編

状
況
に
つ
い
て
、
候
補
地
と
規

模
、
今
後
の
予
定
を
伺
う
。

答
旭
市
学
校
再
編
基
本
方
針
に
基

づ
き
、
第
二
中
学
校
の
学
区
の

一
部（
琴
田
・
共
和
地
区
）と
干
潟
中
学

校
を
統
合
し
、
新
設
予
定
。
候
補
地
は

旭
市
学
校
再
編
連
絡
調
整
会
議
に
お
い

て
検
討
を
行
っ
て
お
り
、
規
模
は
４
ha

程
度
を
想
定
し
て
い
る
。
７
月
に
は
第

二
中
学
校
の
学
区
と
干
潟
中
学
校
の
学

区
に
地
域
検
討
会
議
を
設
置
す
る
方
向

で
準
備
を
進
め
て
い
る
。

水
道
事
業
に
つ
い
て

問
旭
市
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
及
び

旭
市
水
道
施
設
耐
震
化
計
画
に

つ
い
て
、
今
後
の
方
針
を
伺
う
。

答
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
、
耐
震
化

計
画
と
も
に
現
在
見
直
し
作
業

を
実
施
し
て
い
る
。
計
画
の
中
で
耐
震

不
足
と
さ
れ
る
旭
配
水
場
の
ポ
ン
プ
な

ど
の
更
新
、
各
配
水
場
か
ら
地
域
へ
送

水
す
る
基
幹
管
路
と
重
要
給
水
管
路
の

耐
震
化
を
優
先
事
項
と
し
て
い
る
。

問
管
路
の
更
新
と
旭
配
水
場
の
ポ

ン
プ
施
設
の
更
新
に
よ
り
、
末

端
ま
で
の
水
圧
の
向
上
は
図
ら
れ
る
の

か
伺
う
。

答
管
路
の
耐
震
化
に
あ
わ
せ
て
増

径
を
実
施
し
、
ま
た
ル
ー
プ
管

の
布
設
及
び
配
水
区
域
の
適
正
化（
自

然
流
下
区
域
の
拡
大
）の
た
め
の
管
路

の
増
径
も
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
末

端
水
量
の
増
加
及
び
水
圧
不
足
の
解
消

を
見
込
ん
い
る
。
旭
配
水
場
の
設
備
更

新
に
よ
り
送
水
圧
の
向
上
は
見
込
ま
れ

る
が
、
老
朽
化
し
た
末
端
管
路
の
耐
久

性
が
一
部
懸
念
さ
れ
る
の
で
慎
重
に
対

応
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
銚
子
連
絡
道
路
の
整
備
に
つ
い
て

◦
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て

押
印
見
直
し
と
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
つ
い
て

問
行
政
手
続
き
の
押
印
見
直
し
は

ど
れ
く
ら
い
進
ん
で
い
る
の
か
。

答
令
和
３
年
度
に
行
っ
た
見
直
し

に
よ
り
、
規
則
等
に
定
め
が
あ

る
様
式
の
う
ち
約
70
％
と
、
規
則
等
で

定
め
が
な
い
様
式
の
う
ち
約
50
％
に
つ

い
て
、
押
印
を
廃
止
し
た
。

問
国
の
押
印
見
直
し
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
は
認
印
に
は
本
人
の
認
証
効

果
が
乏
し
い
と
あ
る
が
、
本
市
で
は
い

ま
だ
に
認
印
に
よ
る
押
印
が
残
っ
て
い

る
。
今
後
改
め
て
押
印
の
見
直
し
を
検

討
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
令
和
３
年
度
の
見
直
し
で
は
、

法
人
の
設
立
登
記
印
、
公
印
、

実
印
、
銀
行
印
等
の
登
録
印
、
委
任
状

等
の
第
三
者
へ
依
頼
す
る
手
続
き
、
個

人
情
報
の
調
査
に
関
す
る
同
意
書
等
、

契
約
書
、
見
積
書
、
請
求
書
等
の
会
計

手
続
き
、
受
付
印
、
決
裁
印
等
の
事
務

手
続
き
に
つ
い
て
、
見
直
し
の
対
象
外

と
し
た
。
電
子
申
請
な
ど
も
見
据
え
な

が
ら
、
見
直
し
の
必
要
性
を
含
め
、
引

き
続
き
検
討
を
進
め
る
。

子
ど
も
が
第
一
に
守
ら
れ
る
保
育
環
境
へ

問
市
内
の
保
育
施
設
に
お
い
て
、

不
適
切
な
保
育
が
疑
わ
れ
る
事

案
が
発
生
し
た
際
、
本
市
で
独
自
に
調

査
を
行
い
、
事
実
関
係
を
適
切
に
判
断

し
対
応
す
る
体
制
は
整
っ
て
い
る
の
か
。

答
相
談
や
通
報
を
受
け
た
場
合
に

は
、
子
育
て
支
援
課
に
お
い
て

相
談
者
や
施
設
へ
聞
き
取
り
調
査
を
実

施
し
、
対
応
し
て
い
る
。
事
務
職
員
に

対
す
る
研
修
は
現
在
行
っ
て
い
な
い
が
、

保
育
士
を
対
象
と
し
た
研
修
な
ど
を
利

用
し
、
不
適
切
保
育
に
関
す
る
理
解
を

深
め
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
く
。

問
担
当
者
に
よ
っ
て
対
応
が
違
っ

て
し
ま
う
な
ど
、
属
人
的
に
な

る
こ
と
の
懸
念
が
あ
る
。
市
と
し
て
対

応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
し
っ
か
り
と
作
成

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
今
年
度
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
見
直
し
が
予
定
さ
れ
て
い
る

た
め
、
新
た
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ

て
市
の
事
務
処
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備

し
、
職
員
の
役
割
分
担
や
対
応
方
法
を

明
確
に
し
、
統
一
的
な
対
応
が
で
き
る

よ
う
に
体
制
を
整
え
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
審
議
会
委
員
等
で
多
様
な
人
材
を
選

出
す
る
た
め
の
取
組

◦
庁
舎
内
販
売
と
地
域
に
開
か
れ
た
庁

舎
に
つ
い
て

﨑山 華英 議員

井田 孝 議員
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